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7月23日の変動

・O₃濃度が右肩下がり
＝20-22日までと逆の挙動

・前駆体濃度も右肩下がりの挙動
＋一日を通して低濃度を維持



夏の千葉では珍しく東の風向き

・これまでの気象比較では基
本南西方向であった風向きが
今日は東向き

・日中の平均風速が5-8mと
高め

午前に東側



四方向HCHO濃度解析（HCHO）

東側の午前のみ濃度が卓越
（O₃、NO₂は午前の東側
データが不足していたため
割愛）

午前に東側にVOCやO₃
に富む空気塊が存在し、日
中の境界層の発達や強風に
よって消散した可能性

→そらまめくんで検証



そらまめくん（環境省大気汚染物質広域監視システム）で仮説検証

・千城台わかば小学校（東側）
・宮野木（千葉大周辺）
・船橋若松（西側）
これらのOx濃度変化を観察する
ex)ピーク値は東から西に向かって時間差になり、ピーク濃度は減衰していく？



千城台わかば小学校（東側）

ピーク時間 10時
ピーク濃度 61ppbv



宮野木（千葉大学周辺）

ピーク時間 11時
ピーク濃度 72ppbv



船橋若松（西側）

ピーク時間 12時
ピーク濃度 65ppbv



結果

•ピーク濃度は東→西にかけて10時→11時→12時と変遷

千葉大学の東側にHCHOまたはその前駆VOCを多く含
む光化学的に活性な空気塊が存在し、その後、西方向へ
移流した

・ピーク濃度は宮野木で最大

移流中による希釈は確認できず

局地的な生成・消失の影響の可能性



まとめ
• 7月23日はキャンペーン期間では初の東寄りの風が卓越し、風速も比較的大
きかった。

• そらまめくんで千葉大学付近３サイトのOxピークを比較すると、地上Ox濃
度のピークは、東側（10時）→宮野木（11時）→西側（12時）の順に現れ
た。 

 千葉大学東側にVOCを多く含む光化学的に活性な空気塊が存在し、東風に
よって西方向へ移流した可能性が示唆された。

 一方、Ox濃度は宮野木で最大となったことから、移流途中での希釈は確認
されず、移流中の光化学生成や局地的な生成・消失の影響であると考えられ
る。
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